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産
と
い
う
観
点
か
ら
は
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

日
本
の
養
鶏
（
肉
用
鶏
）
は
、
も
と
も

と
は
地
鶏
だ
っ
た
。
は
る
か
昔
に
、
イ
ン

ド
、
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
て
渡
来
し

た
も
の
だ
（
日
本
全
国
に
広
が
っ
た
赤
色

野
鶏
が
各
地
で
独
自
に
改
良
さ
れ
た
の
が

地
鶏
の
始
ま
り
で
あ
る
）。
し
か
し
、
高

度
経
済
成
長
期
に
肉
類
の
消
費
需
要
が
急

増
し
、
1
9
6
0
年
代
に
入
っ
て
ブ
ロ
イ

ラ
ー
が
米
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
80
年
代
に
な
る
と
経
済
的

に
豊
か
に
な
っ
た
人
た
ち
は
当
時
の
ブ
ロ

イ
ラ
ー
に
満
足
せ
ず
、
昔
の
鶏
肉
（
か
し

わ
肉
）
の
味
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
全

国
各
地
で
肉
の
味
を
求
め
た
育
種
が
開
始

さ
れ
、
90
年
代
に
地
鶏
の
飼
育
が
急
増
し

た
。
地
鶏
は
90
年
の
処
理
量
は
３
７
６
万

羽
だ
っ
た
が
、
2
0
0
0
年
に
は
8
0
0

万
羽
に
増
加
し
、
そ
の
後
は
景
気
低
迷
の

影
響
か
ら
8
0
0
万
～
9
0
0
万
羽
で
推

移
し
て
い
る
（
図
1
参
照
）。

地
鶏
は
、
在
来
種
（
明
治
以
前
に
成
立

し
た
38
種
鶏
）
由
来
の
血
液
が
50
％
以
上

の
も
の
で
、
飼
育
期
間
75
日
以
上
、
28
日

齢
以
降
平
飼
い
、
1
㎡
に
10
羽
以
下
で
飼

育
さ
れ
た
鶏
を
い
う
（
注
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

の
飼
育
期
間
は
50
～
55
日
程
度
、
飼
育
密

度
は
16
羽
前
後
）。
比
内
鶏
、名
古
屋
コ
ー

チ
ン
な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
、
新
し
い
品

種
が
開
発
さ
れ
、
現
在
、
全
国
に
約
50
種

類
あ
る
（
注
、
こ
の
ほ
か
、
地
鶏
の
定
義

ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
高
付
加
価
値
を
実
現

し
て
、
中
山
間
地
域
で
サ
バ
イ
バ
ル
し
て

い
る
の
が
奥
久
慈
し
ゃ
も
（
養
鶏
）
の
生

産
者
た
ち
で
あ
る
。
旨
さ
と
営
業
戦
略
で

高
価
格
を
実
現
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
焼

き
鳥
屋
で
使
わ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
5
倍
の
高
価
格
だ
。
品
種

改
良
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の
成
果
で

あ
る
。

飼
育
体
制
（
働
き
方
改
革
）
に
知
恵
を

絞
り
、生
産
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

地
理
的
表
示
G
I
取
得
も
効
果
を
発
揮
し

そ
う
だ
。
条
件
不
利
地
域
の
生
き
残
り
策

の
見
本
で
あ
る
。

① 

全
国
地
鶏
マ
ッ
プ

「
地
鶏
」
と
い
う
と
、
う
ま
そ
う
な
響
き

が
あ
る
。
高
い
、旨
い
、安
全
、ヘ
ル
シ
ー

…
…
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
魅
か
れ
る
。

大
量
生
産
の
若
鶏
（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
）
と
の

違
い
だ
。

日
本
の
鶏
肉
生
産
は
処
理
羽
数
７
・
７

億
羽
、
2
0
1
万
t
で
あ
る
（
2
0
1
6

年
、食
鳥
流
通
統
計
）。
う
ち
ブ
ロ
イ
ラ
ー

が
６
・
７
億
羽
、
廃
鶏
8
0
0
0
万
羽
、

地
鶏
は
わ
ず
か
8
0
0
万
羽
で
あ
る
（
注
、

こ
こ
で
の
地
鶏
と
は
、
ふ
化
後
３
ヵ
月
齢
以
上
の
「
そ

の
他
肉
用
鶏
」
を
い
う
）。
地
鶏
は
、
産
肉
能
力

は
低
い
も
の
の
、そ
の
食
味
の
良
さ
か
ら
、

高
級
な
鶏
肉
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
食
料

供
給
と
い
う
意
味
で
は
極
め
て
小
さ
な
存

在
だ
が
、
食
生
活
や
特
定
地
域
の
農
業
生

叶　芳和
評論家

シ
リ
ー
ズ
レ
ポ
ー
ト

農業は先進国型産業になった！

―
農業現場の変化

第6回

茨城県は広大な関東平野にある。土地条件に恵まれているから農業が発展し
ているという見方がある。しかし、中山間地帯もある。そこでも農業が発展
している。条件不利地域と見られがちな中山間地域でサバイバルする農業と
は如何なるものか。

—奥久慈しゃも生産組合—（茨城県大子町）

ブランド化で生き残る
中山間地帯
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（
注
）
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
アanim
alw
elfare

（
動

物
福
祉
）
の
観
点
か
ら
、
近
年
、
欧
米
で
は
「
ゆ
っ
く

り
育
つ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
種
」
の
育
種
が
始
ま
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
ま
だ
小
さ
な
動
き
で
あ
る
。

② 

高
級
焼
き
鳥
屋

　 

「
銀
座
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
」に
独
占
納
入

「
奥
久
慈
し
ゃ
も
」
は
1
9
8
0
年
代
前

半
に
作
出
さ
れ
た
新
種
鶏
で
あ
る
が
、
育

種
の
基
本
方
針
は
、
ま
ず
肉
の
味
を
最
高

の
も
の
と
す
る
こ
と
、
次
い
で
雛
の
生
産

効
率
（
産
卵
率
）
が
高
い
こ
と
を
目
標
に

し
て
、
父
親
と
し
て
は
食
味
に
定
評
の
あ

る
「
軍し
ゃ
も鶏
」
を
、
母
親
と
し
て
は
こ
れ
も

食
味
の
良
い
「
名

古
屋
種
」
と
食
味

と
産
卵
に
優
れ
て

い
る
「
ロ
ー
ド

ア
イ
ラ
ン
ド
レ
ッ

ド
」
の
交
雑
種
を

用
い
た
3
元
交
配

（
3
種
と
も
在
来

種
）
で
あ
る
（
図

2
参
照
）。
茨
城

県
は
も
と
も
と

「
軍
鶏
」
の
飼
育

が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
も
、
こ
の
組

み
合
わ
せ
に
な
っ

た
背
景
で
あ
る
。

こ
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
肉
の
味

は
良
か
っ
た
が
、

当
初
は
販
路
に
苦
し
ん
だ
。
全
く
無
名
の

地
鶏
（
奥
久
慈
し
ゃ
も
）
で
あ
る
た
め
、

売
り
先
が
見
つ
か
ら
ず
、
生
産
者
が
飛
び

込
み
で
地
元
の
料
理
店
等
を
営
業
し
て
歩

い
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
販
売
は
増
え

ず
、
冷
蔵
庫
は
満
杯
に
な
り
、
途
方
に
暮

れ
る
日
々
が
続
い
た
よ
う
だ
。
料
理
店
へ

の
営
業
で
は
、知
名
度
の
低
さ
か
ら
、し
ゃ

も
を
、
し
し
ゃ
も
と
勘
違
い
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な

時
期
に
、
大
阪
で
開
か
れ
た
“
味
の
品
評

会
”
で
1
位
に
な
り
（
上
述
）、
販
路
拡

大
の
一
大
転
機
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
全
国
的
に
名
前
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
地
元
の
大
子
町
で
も
観
光
商

工
課
や
観
光
協
会
が
特
産
品
と
し
て
宣
伝

し
始
め
、「
奥
久
慈
し
ゃ
も
」
の
名
声
は

上
が
っ
た
。

し
か
し
、
も
う
一
つ
の
決
定
打
は
、
焼

き
鳥
界
の
名
門
と
称
さ
れ
る
「
バ
ー
ド
ラ

ン
ド
」
が
奥
久
慈
し
ゃ
も
を
使
い
始
め
た

こ
と
で
あ
ろ
う
（
1
9
9
0
年
頃
、
当
時

は
阿
佐
ヶ
谷
）。バ
ー
ド
ラ
ン
ド
は
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
2
0
1
0
よ
り
星
を
獲

得
し
続
け
て
い
る
名
店
で
あ
る
が
、
店
で

扱
う
地
鶏
は
全
て
奥
久
慈
し
ゃ
も
で
あ
る

（
2
0
0
1
年
銀
座
に
移
転
）。
奥
久
慈

し
ゃ
も
は
、
売
上
の
12
％
は
銀
座
バ
ー
ド

ラ
ン
ド
、
阿
佐
ヶ
谷
店
を
含
め
る
と
24
％

が
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
と
の
取
引
で
あ
る
。

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
高
級
焼
き
鳥
屋

を
満
た
さ
な
い
が
、
若
鶏
の
飼
育
期
間
を

長
く
し
た
り
、
良
質
な
エ
サ
を
与
え
味
が

良
く
な
る
よ
う
工
夫
し
、
地
鶏
と
判
別
が

難
し
い
「
銘
柄
鶏
」
と
い
う
も
の
が
あ
る

〈
高
級
ブ
ロ
イ
ラ
ー
〉）。
県
別
に
出
荷
羽

数
が
一
番
多
い
の
は
徳
島
県
（
阿
波
尾
鶏

は
年
2
0
0
万
羽
）、2
位
は
兵
庫
県
（
丹

波
地
ど
り
等
）、
3
位
は
愛
知
県
（
名
古

屋
コ
ー
チ
ン
）
で
あ
る
。

茨
城
県
で
は
、
奥
久
慈
し
ゃ
も
が
有
名

で
あ
る
（
主
産
地
は
久
慈
郡
大
子
町
）。

奥
久
慈
し
ゃ
も
は
1
9
8
8
年
（
昭
和
63

年
3
月
）
に
大
阪
で
開
か
れ
た
味
の
品
評

会
（
全
国
鶏
肉
消
費
促
進
協
議
会
主
催
に

よ
る
全
国
特
殊
鶏
（
地
鶏
）
味
の
求
評
会
）

で
第
1
位
に
評
価
さ
れ
、
一
躍
全
国
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
し
た
。
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
な

ど
全
国
の
名
だ
た
る
銘
柄
鶏
肉
を
押
さ
え

て
の
第
1
位
で
あ
り
、「
山
の
と
り
肉 

奥

久
慈
し
ゃ
も
」
と
し
て
有
名
に
な
り
、
有

名
料
理
店
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

出
荷
日
齢
は
雄
1
2
0
日
、
雌
1
5
0
日

（
年
間
5
万
羽
）、
開
放
型
鶏
舎
内
で
平
飼

い
し
て
い
る
（
注
、
以
前
は
放
し
飼
い
で

あ
っ
た
が
、
2
0
0
5
年
の
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
流
行
以
降
鶏
舎
内
）。

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

ブランド化で生き残る中山間地帯
—奥久慈しゃも生産組合— （茨城県大子町）

第6回

図１　地鶏の生産推移（全国）
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（出所）農水省「食鳥流通統計調査」（その他の肉用鶏）

地鶏の定義（特定JAS規格）

1〔血統基準〕在来種（明治以前に成立した38種鶏）由来の�
血液が50％以上のもの

2〔飼育期間〕75日以上（2015年改正）

3〔飼育方法〕28日齢以降、平飼い

4〔飼育密度〕1㎡に10羽以下で飼育

（注）�「奥久慈しゃも」は在来種由来血液100％、飼育期間は雄120日齢、雌150
日齢、飼育方法は平飼い、1㎡10羽以下。
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る
等
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
育
ち
の
い
い

も
の
ほ
ど
美
味
し
い
。

③ 

奥
久
慈
の
山
間
地
で

　 

副
業
と
し
て
発
展

奥
久
慈
し
ゃ
も
は
、
県
北
の
山
間
地
振

興
の
一
環
と
し
て
、
大
子
町
近
辺
の
農
家

と
茨
城
県
畜
産
試
験
場
（
現
茨
城
県
畜
産

セ
ン
タ
ー
）
が
協
力
し
て
開
発
し
た
地
鶏

で
あ
る
。

奥
久
慈
し
ゃ
も
の
生
産
地
域
は
、
茨
城

県
の
最
北
部
、
奥
久
慈
地
域
で
あ
る
。
そ

の
中
心
は
久
慈
郡
大
子
町
で
、
北
は
福
島

県
、西
は
栃
木
県
に
接
し
て
い
る
。
現
在
、

大
子
町
（
5
戸
）、常
陸
太
田
市
（
2
戸
）、

高
荻
市（
1
戸
）で
飼
育
さ
れ
て
い
る（
常

陸
大
宮
市
は
現
在
ゼ
ロ
）。

茨
城
県
の
県
北
地
方
は
典
型
的
な
中
山

間
地
で
、
条
件
不
利
で
離
農
が
相
次
ぎ
、

1
9
7
0
年
代
に
は
過
疎
化
が
進
行
し

た
。
そ
こ
で
、
傾
斜
の
き
つ
い
、
農
地
面

積
の
小
さ
い
所
に
向
き
、
高
齢
者
に
も
で

き
る
農
業
は
な
い
か
と
、
付
加
価
値
の
高

い
畜
産
を
考
え
、
85
年
、
13
戸
で
任
意
組

合
「
奥
久
慈
し
ゃ
も
生
産
組
合
」
が
設
立

さ
れ
た
。
当
地
で
は
昔
か
ら
「
し
ゃ
も
」

が
珍
重
さ
れ
て
い
た
。
当
初
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
の
早
い
成
育
性
と
良
質
肉
の
し
ゃ
も

の
交
配
に
よ
る
新
種
鶏
を
狙
っ
た
が
、
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
県
畜
産

試
験
場
の
協
力
を
得
て
、
名
古
屋
種
と

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
レ
ッ
ド
、
軍
鶏
の
３

す
る
と
、
銀
座
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
の

店
主
・
和
田
利
弘
氏
は
茨
城
県
日

立
市
出
身
。
茨
城
を
盛
り
上
げ
る

応
援
団
を
心
掛
け
て
い
る
）。

奥
久
慈
し
ゃ
も
の
価
格
は
、
も

も
肉
1
0
0
ｇ
5
0
0
円（
税
別
）

（
注
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
1
0
0
円
）、

胸
肉
は
4
0
0
円
（
ブ
ロ
イ
ラ
ー

60
円
）
で
あ
る
。
デ
パ
ー
ト
で
売

ら
れ
て
い
る
比
内
鶏（
6
0
0
円
）

に
匹
敵
す
る
価
格
で
あ
る
。現
在
、

取
引
先
は
主
に
焼
き
鳥
屋
、
ほ
か

に
鶏
料
理
居
酒
屋
で
約
2
0
0

店
。
全
て
直
売
で
あ
る
。

こ
の
高
価
格
は
、
銀
座
バ
ー
ド
ラ
ン
ド

御
用
達
と
い
う
製
品
差
別
化
に
加
え
、
も

う
一
つ
、“
供
給
制
限
・
需
要
先
行
”
と

い
う
営
業
戦
略
の
効
果
が
あ
る
。「
常
に

少
し
足
り
な
い
状
態
を
作
る
よ
う
に
供
給

を
抑
制
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

価
格
の
決
定
権
を
握
れ
る
」「
営
業
は
し

て
い
な
い
が
、
毎
日
、
新
規
の
料
理
店
か

ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
」（
高
安
理
事
）。

鶏
肉
の
味
は
、「
品
種
」「
エ
サ
」「
飼

育
期
間
」
で
決
ま
る
。
地
鶏
の
競
争
は
厳

し
い
。「
奥
久
慈
し
ゃ
も
」
も
、
更
な
る

旨
さ
を
追
求
し
、
競
争
優
位
を
万
全
な
も

の
に
す
べ
く
、
飼
育
方
法
の
継
続
的
な
改

善
が
求
め
ら
れ
る
。
エ
サ
に
つ
い
て
は
、

数
年
前
か
ら
「
飼
料
米
」
も
使
用
し
て
い

る
。
今
後
、
生
産
者
に
よ
っ
て
大
き
さ
に

バ
ラ
つ
き
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
そ
ろ
え

「
銀
座
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
」
御
用
達
の
鶏
肉

と
い
う
だ
け
で
、
も
う
宣
伝
は
不
要
。
一

般
の
料
理
店
が
奥
久
慈
し
ゃ
も
を
求
め
て

行
列
が
で
き
る
（
特
に
12
月
）。
営
業
も

し
な
く
て
済
む
。値
上
げ
し
て
も
売
れ
る
。

「
こ
の
値
段
で
よ
け
れ
ば
買
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
5
倍
、
１
０
０

ｇ
5
0
0
円
を
提
示
し
て
も
売
れ
る
（
奥

久
慈
し
ゃ
も
生
産
組
合
の
経
営
者
高
安
正

博
理
事
の
話
）。

「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
」
だ
。

銀
座
の
高
級
焼
き
鳥
店
で
独
占
的
に
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
旨
い
鶏
肉
と
受
け

止
め
ら
れ
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
。
も

は
や
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
一
番
旨
い
か
、

ほ
ん
と
に
旨
い
か
等
は
関
係
な
い
。「
銀

座
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
」
で
使
わ
れ
て
い
る
鶏

肉
と
い
う
だ
け
で
製
品
差
別
化
さ
れ
、
高

級
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
。（
念
の
た
め
指
摘

元
交
配（
3
種
と
も
在
来
種
）に
よ
る「
奥

久
慈
し
ゃ
も
」
を
開
発
し
た
。

奥
久
慈
は
林
野
が
多
く
、
耕
地
率
は

9
％
に
過
ぎ
な
い
。
1
戸
当
た
り
耕
地
面

積
は
1
ha
未
満
で
あ
る
。
営
農
形
態
は
、

水
稲
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
茶
、
リ
ン
ゴ
、
シ

イ
タ
ケ
、
和
牛
繁
殖
な
ど
の
複
合
経
営
が

多
い
。「
奥
久
慈
し
ゃ
も
」
は
、
こ
れ
ら

基
幹
作
物
の
“
副
業
”
と
し
て
飼
わ
れ
て

い
る
。

農
家
収
入
は
1
羽
当
た
り
5
0
0
円

（
粗
利
）
で
あ
る
。
飼
育
規
模
2
0
0
0

羽
だ
と
、
年
2
回
転
で
き
る
か
ら
、
年
間

出
荷
羽
数
は
4
0
0
0
羽
。
農
家
の
手
取

り
収
入
は
2
0
0
万
円
に
な
る
。
副
業
と

し
て
は
割
の
い
い
仕
事
で
あ
り
、
離
農
を

抑
制
し
地
域
を
支
え
て
い
る
。
高
齢
者
で

も
で
き
る
。

（
注
、
価
格
は
組
合
員
平
等
。
生
き
て
い
る
状
態
で
㎏
い

く
ら
で
、
組
合
に
よ
る
全
量
買
い
上
げ
制
）

奥
久
慈
し
ゃ
も
養
鶏
は
、
朝
1
時
間
の

労
働
で
済
み
、
昼
間
は
基
幹
作
物
の
作
業

が
で
き
る
。
毎
日
の
作
業
は
給
餌
、
水
管

理
、
鶏
舎
の
見
回
り
（
元
気
か
観
察
）
だ

け
で
あ
り
、
朝
1
時
間
で
済
む
。
毎
日
の

仕
事
以
外
は
、
オ
ー
ル
イ
ン
・
オ
ー
ル
ア

ウ
ト
な
の
で
鶏
糞
処
理
は
半
年
に
1
回
、

ワ
ク
チ
ン
は
10
日
目
に
目
薬
を
与
え
、
あ

と
は
水
に
入
れ
て
飲
ま
せ
る
。
ク
チ
バ
シ

を
切
る
の
も
1
回
、
出
荷
は
鶏
を
捕
ま
え

て
籠
に
入
れ
る
だ
け
。
そ
う
い
う
仕
事
な

の
で
、
コ
メ
や
ダ
イ
コ
ン
を
作
り
な
が
ら

図2　奥久慈しゃもの交配様式

（注）�名古屋種、ロードアイランドレッド、軍鶏は３つとも
JAS規格の「在来種」である。

名古屋種 ロードアイランド
レッド

軍鶏 F1

奥久慈しゃも

父

父

母

母
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ブランド化で生き残る中山間地帯
—奥久慈しゃも生産組合— （茨城県大子町）

第6回

の
「
副
業
」
で
間
に
合
う
。
年
収
50
万
、

1
0
0
万
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
感
覚
で

あ
り
、
し
ゃ
も
養
鶏
だ
け
で
食
う
と
い
う

発
想
で
は
な
い
。

生
産
者
は
全
て
家
族
経
営
で
あ
る
。

飼
育
規
模
は
最
小
1
2
0
0
羽
、
最
大

8
0
0
0
羽
で
あ
る
。
高
安
理
事
の
養
鶏

は
3
5
0
0
羽
で
あ
る
が
、
給
餌
な
ど
1

時
間
で
済
ま
せ
、
昼
間
は
全
部
生
産
組
合

の
仕
事
に
従
事
で
き
る
。
最
大
規
模
の
生

産
者
は
8
0
0
0
羽
で
あ
る
が
、
夫
婦
で

こ
な
し
て
い
る
。
し
ゃ
も
だ
け
で
年
収

6
0
0
万
円
（
昨
年
）
で
あ
る
が
、
野
菜

も
作
っ
て
い
る
。

生
産
組
合
の
機
能
は
、
県
試
験
場
か
ら

F1
を
譲
り
受
け
、
雛
を
生
産
者
に
供
給
す

る
仕
事
、
エ
サ
の
供
給
、
そ
し
て
全
量
買

い
上
げ
て
販
売
す
る
仕
事
で
あ
る
。

現
在
、「
農
事
組
合
法
人 

奥
久
慈
し
ゃ

も
生
産
組
合
」
は
8
戸
、
出
荷
羽
数
5
万

羽
。
組
合
員
の
平
均
年
齢
は
70
歳
を
超
え

る
。
課
題
も
抱
え
て
い
る
。

④ 

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

奥
久
慈
し
ゃ
も
は
人
気
が
あ
り
、
不
足

気
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
組
合
の
高

安
理
事
は
増
羽
に
慎
重
で
あ
る
。
い
っ
た

ん
在
庫
を
持
つ
と
、
値
崩
れ
し
、
半
値
に

な
る
。
そ
の
恐
怖
感
が
強
い
か
ら
だ
。
一

方
で
、生
産
者
が
高
齢
化
し
て
い
る
の
で
、

若
い
人
達
の
参
入
を
促
し
た
い
。し
か
し
、

そ
れ
に
伴
い
生
産
が
増
え
れ
ば
、
値
崩
れ

の
危
険
も
あ
る
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
く

カ
ギ
が
よ
う
や
く
見
つ
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
一
回
転
飼
育
」
の
導
入
だ
。

奥
久
慈
し
ゃ
も
の
飼
育
期
間
は
約
半
年

（
雄
1
2
0
日
、
雌
1
5
0
日
）、
年
2
回

転
で
あ
る
。
こ
の
方
式
を
変
更
し
、
手
上

げ
方
式
で
、
一
部
生
産
者
は
春
に
雛
を
入

れ
、
年
末
年
始
需
要
対
応
で
12
月
に
出
荷

す
る
。
稲
刈
り
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
出
荷

で
あ
る
。
こ
の
方
式
に
す
れ
ば
、
生
産
者

は
年
末
年
始
ゆ
っ
く
り
休
暇
が
取
れ
、
旅

行
に
も
行
け
る
。

生
き
物
相
手
の
畜
産
は
毎
日
農
作
業
に

拘
束
さ
れ
る
が
、
こ
れ
だ
と
ス
ト
レ
ス
の

な
い
農
業
経
営
に
な
る
。
若
い
人
は
“
休

暇
選
好
”
が
強
い
の
で
、
彼
ら
に
も
喜
ば

れ
る
農
業
と
な
り
、
新
規
就
農
を
誘
い
易

く
な
る
。
一
方
、
年
1
回
の
出
荷
に
な
る

か
ら
、
こ
の
人
た
ち
の
生
産
量
は
半
分
に

な
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
分
、
生
産
調
整
に

な
る
。

　
「
1
回
転
飼
育
」
は
、
若
者
の
新
規
就

農
と
生
産
調
整
の
効
果
が
あ
り
、“
一
石

二
鳥
”
の
仕
組
み
だ
。
生
産
基
盤
の
強
化

に
つ
な
が
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

奥
久
慈
し
ゃ
も
生
産
組
合
は
、
も
う
一

つ
狙
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
地
理
的
表

示
（
G
I
）
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る

（
G
I
制
度
は
特
別
の
生
産
方
式
や
気
候
・

風
土
・
土
壌
な
ど
の
生
産
地
の
特
性
に
よ

り
、
高
い
品
質
と
評
価
を
獲
得
す
る
に

至
っ
た
産
品
を
保
護
す
る
制
度
）。
G
I

マ
ー
ク
を
取
得
す
る
と
、
単
価
が
上
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
全
国
か
ら
の
引

き
合
い
も
出
よ
う
。

以
前
、
三
越
百
貨
店
と
も
取
引
し
て
い

た
が
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
後

な
く
な
っ
た
。
G
I
マ
ー
ク
を
取
得
す
る

と
、バ
イ
ヤ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
、

東
京
の
し
か
る
べ
き
店
で
扱
っ
て
も
ら
え

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
引
き
合
い
が
増
え
、

年
10
万
羽
の
出
荷
も
夢
で
は
な
く
な
る
。

供
給
面
で
も
、
1
回
収

穫
し
て
み
よ
う
か
と
い

う
人
が
地
元
で
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
。
年
10

万
羽
規
模
に
な
れ
ば
、

地
域
農
業
へ
の
波
及
効

果
も
増
そ
う
。

鶏
肉
の
G
I
マ
ー
ク

は
ま
だ
な
い
。
比
内
鶏

は
秋
田
全
域
、
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
は
名
古
屋
全

域
で
あ
る
か
ら
、
G
I

マ
ー
ク
は
取
れ
な
い
。

奥
久
慈
し
ゃ
も
は
、
地

域
と
結
び
つ
い
て
地
鶏

単
一
の
品
種
で
25
年
以

上
続
い
て
お
り
、
G
I

に
マ
ッ
チ
す
る
要
素
が

多
い
の
で
、
G
I
が
取

得
し
や
す
い
。
今
年
度

中
に
登
録
で
き
る
と
期

待
し
て
い
る
。

G
I
マ
ー
ク
で
需
要
を
増
や
し
、「
1

回
転
飼
育
」
で
若
者
の
新
規
就
農
を
増
や

す
。
こ
の
両
輪
が
そ
ろ
え
ば
、
新
し
い
発

展
期
に
入
る
の
で
は
な
い
か
。

品
種
改
良
な
ど
研
究
開
発
と
ブ
ラ
ン
ド

化
に
よ
る
高
付
加
価
値
農
業
こ
そ
、
中
山

間
地
の
生
き
残
り
戦
略
で
あ
っ
て
、
保
護

や
ハ
ー
ド
型
の
基
盤
整
備
で
は
な
い
。「
奥

久
慈
し
ゃ
も
」
は
、
中
山
間
地
帯
の
生
き

残
り
の
方
途
を
示
唆
し
て
い
る
。

山間地にある奥久慈しゃも生産組合（大子町）


